
 

                

 

令 和 ４ 年 ８ 月 １ ８ 日 

 

 

大雪ダムを活用して日本酒の貯蔵実験を始めます！ 

～ダム堤体内部への日本酒の搬入を公開します～ 

 

 

 
 

 

国土交通省北海道開発局が管理する大雪ダムでは、令和４年８月から飲料品等の貯蔵実験を実施しま

す。ダム内の管理用トンネル（以下「監査廊」と言う。）を活用し、上川大雪酒造株式会社の日本酒を

貯蔵し熟成効果や地域の商品開発、地域振興等に関する効果を検証するものです。 

 

■日本酒搬入概要 

１ 公開日時 ： 令和４年８月２３日（火） １０時頃搬入開始 （午前中で終了予定） 

２ 貯蔵品   ： 上川大雪酒造株式会社（上川町）の日本酒 

３ 貯蔵場所 ： 大雪ダム施設内部（監査廊内） 

４ 集合場所 ： 搬入当日取材を希望される方は、大雪ダム堤体下流監査廊入口に９時５０分まで 

集合下さい。（詳細は、「別紙」を参照してください。）  

５ 主 催    ： 上川大雪酒造(株)、一般社団法人層雲峡観光協会、旭川開発建設部 

６ その他   ： 搬入作業にあたっては、マスク着用のうえ作業者同士の距離を取り、新型コロナ 

ウイルス感染症防止対策を行います。 

 

 

旭川河川事務所では、ダムを活用した地域振興の一環として、地域の事業者の協力を得て、ダ

ム施設内に日本酒を貯蔵する実験を行います。 

今般は、日本酒の貯蔵実験開始に当たり、貯蔵する日本酒のダム施設内への搬入について報道

機関の皆様に公開いたします。 

【問合せ先】 国土交通省 北海道開発局 旭川開発建設部 旭川河川事務所  

大雪ダム管理支所 支所長  石井 克英 (0166-48-2131） 

支所員  薦田
こもだ

 洋樹 (0166-48-2131） 

旭川開発建設部ホームページ https://www.hkd.mlit.go.jp/as/ 




